
Ⅰ. 緒言

2002年に優良品種に認定された ｢えとぴりか｣ は根中

糖分, 品質の優れた品種として, 2006年には15,000ha以

上作付け (2006年度作付けシェア22％) されているが,

一部地域においては根重が伸び悩んでいる｡

また, テンサイの重要病害のひとつである黒根病に対

して, ｢えとぴりか｣ を含め現在作付けされている品種

の大半は抵抗性が �中�であり, 生産者からは抵抗性の

向上が求められている｡

｢かちまる｣ は, ｢えとぴりか｣ と比較して根重が重

く, 根中糖分は低いものの, 糖量で優る｡ また, 黒根病

抵抗性が �やや強�で ｢えとぴりか｣ の �中�より優る｡

さらに, 耐湿性も �中�で ｢えとぴりか｣ の �やや弱�

より優る｡

以上のことから, ｢かちまる｣ を ｢えとぴりか｣ で根

重が不足する地域や黒根病の発生が懸念される地域に普

及することにより, テンサイの安定生産に寄与できると

判断した｡

Ⅱ. 来歴および試験経過

｢かちまる｣ は, ドイツのＫＷＳ種子株式会社が育成

した三倍体単胚の一代雑種である｡

2002年に日本甜菜製糖株式会社が輸入し, 2003年に

｢MC 03-14｣ の名で輸入品種予備試験に供試｡ 2004年

から2006年まで ｢KWS ４S65｣ の名で北海道立北見,

十勝, 上川, 中央農業試験場並びに北海道農業研究セン

ター, 北海道てん菜協会 (日本甜菜製糖, 北海道糖業,

ホクレン) において輸入品種生産力検定試験を行った｡

また, 十勝農試において根腐病抵抗性特性検定試験を行っ

た｡ 2005年から2006年まで十勝農試において, 褐斑病抵

抗性特性検定試験, 抽苔耐性特性検定試験, 中央農試に

おいて耐湿性特性検定試験, 黒根病抵抗性特性検定試験

を行った｡ 全道８カ所 (2006年は３カ所) において現地

検定試験を行った｡ 2007年に北海道農業試験会議におい

て北海道優良品種候補とされ, 北海道農作物優良品種認

定委員会において優良品種に認定された｡

Ⅲ. 特性

１. 一般特性

表１に一般特性一覧を示す｡ ｢かちまる｣ の葉姿, 葉

長, 葉数は ｢えとぴりか｣ と同様にそれぞれ �やや開

平�, �中�, �中�である｡ 葉形は �やや楕円�で, 葉面

縮は ｢えとぴりか｣ と同様に �やや多�である｡ 葉身の

大きさは �やや小�で ｢えとぴりか｣ の �中�に対して

小さい｡ 葉柄長は �中�で ｢えとぴりか｣ の �やや短�

に対して長い｡ 葉柄の太さは �やや太�で ｢えとぴりか｣

の �中�より太い｡ クラウンの大きさは �やや小�で

｢えとぴりか｣ の �小�に対して大きい｡ 根形は ｢えと

ぴりか｣ と同様に �やや短円錐�である｡ 根長は �中�,

根周は �やや大�, 分岐根は �少�, 露肩, 皺の多少およ

び肉質は �中�で, いずれも ｢えとぴりか｣ と同様であ

る｡

２. 収量および品質

｢モノホマレ｣ (標準品種) に対する百分比 (以下,

標準品種比) において, ｢かちまる｣ の根重は, ｢えとぴ

りか｣ 102％に対し, 111％とかなり重い｡ 一方, 根中糖

分は ｢えとぴりか｣ 105％に対し, 102％と低い｡ そのた

め, 糖量は ｢えとぴりか｣ 107％に対し, 114％と多い

(表２)｡
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現地試験の結果でも, 根重は標準品種比114％, 根中

糖分は同103％, 糖量は同117％であり, 試験場およびて

ん菜協会での結果と同様の傾向を示した (表３)｡

また, 砂糖の結晶化を妨げ, 品質を悪化させる有害性

非糖分であるアミノ態窒素, カリウム, ナトリウムは,

いずれも ｢えとぴりか｣ 並で, 不純物価は ｢えとぴりか｣

の標準品種比78％に対し, 89％であった (表１, ４)｡
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３. その他の特性

抽苔耐性は �強�である (表５)｡ 褐斑病抵抗性は

｢えとぴりか｣ 並の �弱�である｡ 根腐病抵抗性, 耐湿

性は ｢えとぴりか｣ よりやや優れ, それぞれ �やや弱�,

�中�である (表７, ８)｡ 黒根病抵抗性は �やや強�で

ある (表９)｡
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Ⅳ. 適地および栽培上の注意点

適地は北海道一円で, 普及見込み面積は2007年に2,000

ha, 2008年以降に5,000ha以上である｡

栽培上の注意事項として, １. 褐斑病抵抗性が �弱�

であるため, 適切な防除に努める｡ ２. そう根病抵抗性

を持たないので, 発病圃場での栽培は避ける, ことの２

点が挙げられる｡

Ⅴ. 論議

砂糖需要の低迷等を背景として, 2007年には, 最低生

産者価格が撤廃されるなど, テンサイ生産を取り巻く状

況は厳しさを増している｡ このような中で生産者の収益

を安定的に確保するために, テンサイ品種には, 根重,

根中糖分, 糖量の増加に加え, 耐病性の向上がより一層

求められている｡

｢かちまる｣ は従来の主力品種 ｢えとぴりか｣ と比べ,

根重が重く, 糖量が多いことから, 生産者の収益性向上

に寄与できると考えられる｡ 一方で, 根中糖分は ｢えとぴ

りか｣ と比べ低いことから, 製糖会社にとっては, 製糖コ

ストの面で不利であり, また, 生産者にとっても買い入れ

価格の面で影響があることから, 今後は, 根重を維持しつ

つ, 且つ, 根中糖分の高い品種が必要になると考えられる｡

テンサイの重要病害のひとつである黒根病は, 排水不

良畑を中心として夏季が高温多雨の年に発生しやすく,

発病程度のひどい株は圃場廃棄の対象となるため, 減収

被害は大きい｡ 防除対策としては, 抵抗性品種の導入が

最も効果的とされているが, ｢えとぴりか｣ を含め現在

作付けされている品種の大半は抵抗性が �中�であり,

十分とはいえないことから, 生産者からは抵抗性の向上

が求められている｡ ｢かちまる｣ の黒根病抵抗性は �や

や強�で ｢えとぴりか｣ より優り, 現在作付けされてい

る品種の中では最も強い部類に入る｡ さらに, 耐湿性も

�中�で, ｢えとぴりか｣ の �やや弱�より優る｡

以上のことから, ｢かちまる｣ を ｢えとぴりか｣ で根

重が不足する地域や黒根病の発生が懸念される地域で栽

培し, 北海道一円に普及することにより, テンサイの安

定生産に寄与できると考えられる｡
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